
東日本大震災の避難者などでつくる団体が、
東北地方の郷土料理「芋煮」を町民らに振る
舞い、一日も早い復興を祈願。たくさんの心
温まる支援のおかげで、町は元の日常を取
り戻しつつあります。（関連記事は４ページ）
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―最
大
震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
を
観
測
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
。

多
く
の
住
宅
や
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し
、

風
評
被
害
に
よ
り
、
観
光
業
な
ど
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
１
カ
月
余
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
よ
り
、

町
は
徐
々
に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
地
震
が
残
し
た
爪
痕
や
、

復
興
に
向
け
た
活
動
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。

復

10.21

❶

❷ 興
へ
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❸

❹

❺

❻

❼

①収穫前の梨の多くが落果被害を受けた波関園

②道路の陥没が各地で発生（写真は上浅津地内）

③�東郷地域を中心に住宅の瓦が破損・落下し、

屋根にはブルーシートが掛けられています

④新川の芝畑で発生した液状化現象

⑤小鹿谷地内では、鳥居の一部が崩落

⑥�東郷池の名物「四ツ手網」は、支柱破損によ

り被害を受けました

⑦町内各地で落石や土砂崩れが発生

　（写真は馬ノ山入口付近）
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広がる支援の輪―

　

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
と
支

援
団
体
で
つ
く
る
「
と
っ
と
り
震

災
支
援
連
絡
協
議
会
」
が
11
月
３

日
、
東
北
地
方
の
郷
土
料
理
・
芋

煮
の
炊
き
出
し
を
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
避
難
者
と
の
芋
煮
会
を
、
毎
年

秋
に
町
内
で
開
催
。
今
年
は
鳥
取

県
中
部
地
震
の
影
響
で
予
定
を
変

更
し
、
県
中
部
の
被
災
者
へ
向
け

た
炊
き
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
味
や
具
材
の
異
な

る
３
種
類
の
芋
煮
な
ど
、
約
２
０

０
食
分
を
用
意
。
同
協
議
会
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
福
島
県
出
身
の
タ

レ
ン
ト
・
な
す
び
さ
ん
や
鳥
取
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
も
参
加

し
、
集
ま
っ
た
被
災
者
に
出
来
た

て
の
芋
煮
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
た
岩
本
夢
香
さ
ん

（
小
鹿
谷
）
は
「
寒
い
時
期
な
の

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

温
か
い
芋
煮
で
町
に
恩
返
し

東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
支
援
団
体
が
炊
き
出
し

参加者に芋煮を振る舞うなすびさん（左） 多くの来場者で混み合う会場

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
10
月

22
日
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
役
場
講
堂
に
設
置
。
自
力

で
の
作
業
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ

た
の
は
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

民
間
人
有
志
や
消
防
隊
・
自
衛
隊

な
ど
計
２
２
０
人
。
瓦
が
破
損
し

た
住
宅
の
屋
根
へ
の
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
設
置
、
が
れ
き
の
撤
去
、
屋
内

の
片
付
け
な
ど
の
作
業
を
実
施

し
、
被
災
者
を
援
助
し
ま
し
た
。

11
月
４
日
に
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
計
２
０
６
件
の

派
遣
依
頼
に
対
応
し
ま
し
た
。

屋根へのブルーシート
設置などに協力

県内外からボランティア 220 人

協力してブルーシートを設置するボランティア

ブルーシートを固定するための土のう作り
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地
震
で
被
災
し
た
町
を
支
援
し

よ
う
と
、
全
国
各
地
か
ら
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
市
の
明
誠
学
院
高
校
か
ら

は
、
１
１
３
万
７
７
２
２
円
の
義

援
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
町
出
身

で
同
校
の
理
事
長
室
長
を
務
め
ら

れ
て
い
る
笠
見
武
男
さ
ん
が
呼
び

掛
け
、
10
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で

の
３
日
間
で
、
生
徒
・
職
員
１
６

３
４
人
が
募
金
し
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
に
役
場
を
訪
れ
、
宮

脇
正
道
町
長
に
義
援
金
を
渡
し
た

笠
見
さ
ん
は
「
地
震
直
後
に
帰
郷

し
、
被
害
の
大
き
さ
を
目
の
当
た

り
に
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
復
興
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

全国各地から続々と
義援金が届けられる

　

一
方
、
町
を
訪
れ
た
旅
行
客
か

ら
も
、
次
々
と
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
か
ら
親
睦
旅
行
に
訪
れ

た
三
和
地
区
老
人
会
で
は
、
往
路

の
バ
ス
車
内
で
メ
ン
バ
ー
１
４
５

人
が
８
万
７
３
９
１
円
を
募
金
。

三
重
県
の
伊
賀
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
互
助
会
も
、
現
地
の
会

員
や
旅
行
参
加
者
か
ら
４
万
３
４

２
５
円
を
集
め
、
宿
泊
し
た
町
内

の
旅
館
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

旅
館
望
湖
楼
の
中
島
守
会
長
は

「
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぐ
中
、

来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
義
援
金

ま
で
い
た
だ
き
、
涙
が
出
る
ほ
ど

う
れ
し
い
で
す
」
と
感
激
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

笠見さん（左）から義援金を託される宮脇町長

義援金を宮脇町長に渡す中島会長（左）

町出身者や観光客など
たくさんの温かいご支援
ありがとうございます

　

地
震
後
、
全
国
の
自
治
体
か
ら

職
員
が
派
遣
さ
れ
、
町
の
業
務
を

支
援
し
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
の
は
、
全
国
の
県

や
市
町
村
な
ど
の
職
員
。
り
災
証

明
書
の
発
行
や
現
地
調
査
、
避
難

所
運
営
、
が
れ
き
集
積
場
の
管
理

な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
町
内
３
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
が
れ
き
集
積
場
で
は
、

災
害
廃
棄
物
を
正
し
く
分
別
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
連
日
対

が
れ
き
集
積
場
の
管
理
や

現
地
調
査
な
ど
に
活
躍

全
国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
職
員
派
遣

応
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に

先
立
つ
現
地
調
査
で
は
、
被
災
し

た
家
屋
な
ど
の
被
害
の
大
き
さ
を

判
別
す
る
た
め
、
建
物
の
基
礎
・

壁
に
入
っ
た
亀
裂
の
程
度
や
、
柱

の
傾
斜
な
ど
を
計
測
。
専
門
知
識

や
技
術
な
ど
を
生
か
し
、
調
査
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
り
災
証
明
書
の
発

行
や
避
難
所
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。家屋の傾斜を測る職員

―復
10.21

興へ
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地
震
の
影
響
で
、
家
屋
を
倒
壊

ま
た
は
取
り
壊
し
に
よ
り
滅
失
さ

れ
た
人
は
、
12
月
20
日
（
火
）
ま
で

に
「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
を
役
場

町
民
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
課
税
明

細
書
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
滅
失

し
た
物
件
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
届
出
書
の
受
理
後
、
現
地
確
認

に
よ
っ
て
届
け
出
内
容
が
確
認
で

き
れ
ば
、
翌
年
度
か
ら
そ
の
家
屋

に
つ
い
て
の
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
７
）

　

地
震
で
居
宅
、
土
地
、
償
却

資
産
に
受
け
ら
れ
た
損
害
の
程
度

が
下
表
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請

に
よ
り
、
10
月
21
日
以
降
に
到
来

す
る
納
期
分
の
町
税
な
ど
が
減
免

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
。
納
付
済
み
の
人
は
、
減
免
決

定
後
に
還
付
し
ま
す
。

必�

要
な
も
の　
①
減
免
申
請
書

　
②
り
災
証
明
書
の
写
し
③
印
鑑

※
償
却
資
産
の
場
合
は
こ
れ
に
加

え
、
次
の
も
の
も
必
要
で
す
。

▽
被
災
し
た
資
産
の
写
真
ま
た
は

被
災
証
明
▽
償
却
資
産
申
告
書
・

種
類
別
明
細
書
の
写
し
（
被
災
し

た
資
産
に
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
の
内
容
に
よ
り
、
そ
の
他
の

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

請
・
問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民

課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
、
３

１
１
７
）

町
税
な
ど
の
減
免

損害の程度 町税など 対象 減免割合

居宅が滅失または、り災証
明書の判定区分が「大規模
半壊」以上

個人住民税・国保税 居住者 全部
固定資産税（家屋） 当該物件 全部

介護保険料 居住者 10 分の８

居宅について、り災証明書
の判定区分が「半壊」

個人住民税・国保税 居住者 所得割額の 10分の７
固定資産税（家屋） 当該物件 ２分の１

介護保険料 居住者 10 分の３
土地の全面積の 80％以上
が流出または埋没 固定資産税（土地） 当該物件 全部

土地の全面積の 50％以上
80％未満が流出または埋没 固定資産税（土地） 当該物件 ２分の１

償却資産が設置されている
家屋などにおけるり災証明
書の判定区分が「全壊」ま
たは「大規模半壊」

固定資産税（償却） 当該物件 全部

償却資産が設置されている
家屋などにおけるり災証明
書の判定区分が「半壊」

固定資産税（償却） 当該物件 ２分の１

※後期高齢者医療保険料は、居宅の損害の程度が半壊以上
の場合に減免となります。役場町民課へ申請してください。

家
屋
を
滅
失
さ
れ
た
人
へ

　
住
宅
、
家
財
、
墓
石
な
ど
生
活

に
必
要
な
資
産
に
被
害
を
受
け
、

雑
損
控
除
の
申
告

被
災
さ
れ
た
人
の
た
め
の
支
援
制
度

や
む
を
得
な
い
出
費
を
し
た
と
き

は
、
雑
損
控
除
の
適
用
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
２
月

中
旬
か
ら
３
月
中
旬
の
確
定
申
告

の
際
に
、申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必�

要
な
も
の　
①
り
災
証
明
書
の

写
し
、
ま
た
は
被
害
状
況
が
分

か
る
写
真
②
領
収
書
（
修
繕
や

取
り
壊
し
の
費
用
な
ど
が
分
か

る
も
の
）
③
損
害
に
対
し
受
け

取
っ
た
保
険
金
額
が
分
か
る
も

の
④
印
鑑

【
説
明
会
を
開
催
】

　
倉
吉
税
務
署
に
よ
る
「
税
制
上

の
支
援
制
度
な
ど
に
関
す
る
説
明

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日
（
水
）

　
10
時
～
、
14
時
～

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
倉
吉
税
務
署

　
（
℡
２
６ｰ

２
７
２
１
）

―復
10.21
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地
震
の
影
響
で
、
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
の
返
済
に
お
困
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。「
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」に
よ
り
、住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
免
除
・
減
額
の
申
し
出

を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
、
取
引
金
融
機
関
の
同
意

に
基
づ
き
、
債
務
整
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
全

国
銀
行
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.zenginkyo.

or.jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る
手
続
き
支
援
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
債
務

整
理
を
し
た
こ
と
は
個
人
信
用
情

報
と
し
て
登
録
さ
れ
な
い
た
め
、

そ
の
後
の
新
た
な
借
り
入
れ
に
影

響
が
及
ば
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
ロ
ー
ン
な
ど
の
借

入
先
金
融
機
関
ま
た
は
鳥
取
財

務
事
務
所
（
℡
０
８
５
７ｰ

２

６ｰ
２
２
９
５
）

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
減
免

住宅の
再建方法 世帯人数

損傷の程度

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊（損害基準割
合が10％以上20％未満）

建設または
購入

２人以上 300 万円 250 万円 ー ー
１人 225 万円 187 万５千円 ー ー

補修
２人以上 200 万円 150 万円 上限 100 万円 上限 30 万円

１人 150 万円 112 万５千円 上限 75 万円 上限 30 万円
※損傷の程度は、町が交付するり災証明書で確認します。
※半壊または一部破損の場合、支援対象となる経費は補修費
に限ります。その場合、申請（実績）には、補修前後の写真
や補修金額が分かる書類（契約書、領収書など）が必要な場
合がありますので、紛失しないようご注意ください。

【被災者住宅再建支援金】
住宅の再建方法や損傷の程度、世帯人数に応じて支給します。

【被災者住宅修繕支援金】
上記の再建支援金の支給を受ける世帯を除く、
住宅に被害を受けた世帯に対して支給します。

※損傷の程度は、町が交付するり災証明書で確認
します。申請には、り災証明書の写しが必要です。
※再建支援金の基準を満たしていても、補修をし
ないなどの理由で再建支援金を受給されない場合
は、修繕支援金を受給できます。その場合、損害
基準割合４％超を適用します。

区分 交付金額
半壊 10 万円

一部損壊 ５万円
損害基準割合が４％超 ２万円

損害基準割合が４％以下 １万円

　
地
震
に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
住

宅
に
被
害
を
受
け
た
場
合
、
損
傷

の
程
度
や
損
害
基
準
割
合
に
応
じ

住
宅
の
再
建
・
修
繕
支
援

お
よ
び
町
災
害
見
舞
金

て
、
支
援
金
お
よ
び
町
災
害
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
の
は
、
所

有
者
ま
た
は
所
有
者
の
三
親
等
以

内
の
親
族
が
居
住
す
る
住
宅
で
、

賃
貸
住
宅
は
除
き
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
▽
被
災
者
住
宅
再

建
支
援
金
・
修
繕
支
援
金
に
つ

い
て
＝
役
場
総
務
課
（
℡
３
５

ｰ
３
１
１
１
）
▽
町
災
害
見
舞

金
に
つ
い
て
＝
役
場
総
合
福
祉

課
（
℡
３
５ｰ
５
３
９
０
）区分 交付金額

損害基準割合が４％超 ５万円
損害基準割合が３％超４％以下 ４万円
損害基準割合が２％超３％以下 ３万円
損害基準割合が１％超２％以下 ２万円

損害基準割合が１％以下 １万円

【町災害見舞金】
損傷の程度や損害基準割合に応じて支
給します。多くの皆さんからいただいた
義援金を、財源の一部に充てています。

　
被
災
し
た
住
宅
を
修
繕
し
た
い

場
合
、
ま
ず
は
住
宅
を
建
て
た
工

務
店
や
大
工
さ
ん
、
な
じ
み
の
あ

る
業
者
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
を
建
て
た
工
務
店
が
わ
か

ら
な
い
場
合
な
ど
は
、
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
内
容
に
応
じ

て
、
左
表
の
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

●�

被
災
建
物
修
繕
等
総
合
相
談
窓

口
（
県
中
部
総
合
事
務
所
内
）

　
℡
２
３ｰ

３
１
３
９

（
９
時
～
17
時
、土
日・祝
日
含
む
）

住
宅
の
修
繕
相
談

業種 団体 電話番号
木造住宅

全般
県建築連合会 47-5670（平日のみ）

県木造住宅推進協議会 0857-30-0278
瓦工事 県瓦工事組合 22-6251

建物全般 県建設業協会中部支部 23-0341

設備関係
県管工事業協会 0857-26-9355

県電気工事業工業組合 0857-24-9213

専門業
県左官協同組合 0857-26-5120
県板金工業組合 0857-23-7988
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区分 東郷地域 泊地域 羽合地域 合計
75歳以上 1,135 人 567 人 1,213 人 2,915 人
100 歳以上 ８人 ２人 ４人 14 人
米寿 55 人 23 人 55 人 133 人
ダイヤモンド婚 ３組 ３組 ９組 15 組

【町敬老会対象者数（９月 16日現在）】

　

平
成
28
年
９
月
16
日
現
在
、
昭

和
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
28
年
度
末
で
75
歳
以
上

と
な
る
町
内
在
住
の
人
は
、
２
９

１
５
人
。
こ
の
う
ち
、
５
７
４
人

が
敬
老
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
行
事
で
は
、
１
０
０
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、
宮
脇
正

道
町
長
が
記
念
品
を
贈
呈
。
長
寿

や
夫
婦
円
満
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
東
郷
地
域
で
は
、
出

席
者
を
代
表
し
て
松
本
美
佐
男
さ

ん
（
長
和
田
）
が
「
全
国
ベ
テ
ラ

　
平
成
28
年
度
の
町
敬
老
会
を
、
10
月
１
日
に
東
郷
地
域
で
、
29
日

に
羽
合
地
域
で
、
11
月
３
日
に
泊
地
域
で
開
催
。
町
内
の
75
歳
以

上
の
人
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
今
後
の
健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

ン
卓
球
ゆ
り
は
ま
東
郷
大
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
『
百
ま
で
踊
れ
』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
長
寿

の
秘
け
つ
は
適
度
な
運
動
と
体
力

づ
く
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
健
や
か
に
長
生
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
行
事
が
終
わ
る
と
、
参
加

者
は
地
元
園
児
や
団
体
な
ど
に
よ

る
演
芸
を
観
賞
。羽
合
地
域
で
は
、

は
わ
い
こ
ど
も
園
児
に
よ
る
か
わ

い
ら
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
出
席
者
は
和
や
か
に
笑

い
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

過
ぎ
行
く
年
月
に

思
い
巡
ら
せ
―
町敬老会

　 本 年 度 100 歳
を迎えられる人に
対し、内閣総理大
臣から祝状と記念
品が贈呈され、宮
脇正道町長から対
象者の皆さんに手
渡されました。

内閣総理大臣から
祝状などを贈呈

百寿を
祝う

藏本由喜子さん（宇野）
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いきいき！
農業！

～農業委員会だより～
【問い合わせ】

町農業委員会事務局（℡ 35-5389）

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者

が
よ
り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民
年

金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
た

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町農業委員および町農業委員会事
務局が、各種相談に応じます。
日時　12 月 15 日（木）９時～ 12 時
場所　役場第３会議室（別館２階）
相�談内容　農地の貸借・売買、農地

の転用、農業者年金、耕作放棄地
対策、事業担い手育成など

農家相談会

農
業
者
年
金
の
特
徴

【�

農
業
従
事
者
な
ら

  

誰
で
も
加
入
で
き
る
】

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
お
ら
ず
、
未
納
も
な
い
人
に

限
り
ま
す
。

【�

積
み
立
て
方
式
で

  

安
定
し
た
財
政
運
営
】

　

積
み
立
て
方
式
で
年
金
額
は
加

入
者
・
受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
な

い
、
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
制
度

で
す
。

【�

保
険
料
の
手
厚
い
国
庫
助
成
】

　

認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
備
え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に

対
し
て
、保
険
料
（
月
額
２
万
円
）

の
２
割
、
３
割
ま
た
は
５
割
の
政

策
支
援
が
あ
り
ま
す
。

【�

保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
る
】

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

ま
で
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
わ
せ
て
保
険
料
を
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。

【�

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
】

　

払
っ
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

支
払
わ
れ
る
年
金
に
も
公
的
年
金

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【�

80
歳
ま
で
の
保
証
が

  

付
い
た
終
身
年
金
】

　

年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。

加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
80
歳
ま
で

に
受
け
取
る
と
仮
定
し
た
金
額

を
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
が

受
け
取
れ
ま
す
。

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　亡くなった人の固定資産税は、相続人が引き
継ぎます。
　固定資産の名義を変更する場合は、法務局で
所有権移転登記（相続登記）の手続きをしてく
ださい。相続登記を年内に済ませると、翌年度
から登記名義人に課税されます。相続登記の手
続きは時間がたつほど複雑になりますので、お
早めにお願いします。
　相続登記を終えるまでは、相続人に固定資産

時間がたつほど手続きが難しくなります

固定資産の所有者が亡くなった場合は
相続登記の手続きをお忘れなく

税の納税通知書を送付しま
す。相続人が複数いる場合は、
固定資産税に関する手続きを
代表して行う人を選任し、役
場町民課または各支所に「相
続人代表者指定届」を提出して
ください。未登記の建物がある場合は「未登記
建物所有権移転届」も併せて提出してください。
問い合わせ　役場町民課（℡ 35-3117）
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若
年
者
の
死
因
１
位
は
自
死

　

日
本
の
自
死
者
は
、
平
成
10
年

か
ら
毎
年
３
万
人
を
超
え
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
に
３
万
人
を
割
り
、
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
体
の
減
少
傾
向
に

対
し
、
若
年
層
の
自
死
者
は
横
ば

い
状
態
で
す
。
自
死
は
、
男
性
の

15
～
44
歳
、
女
性
の
15
～
34
歳
の

死
因
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
平
成
24
年
の
自
死
者

１
２
１
人
の
う
ち
、
３
割
近
い
35

人
が
40
歳
未
満
で
し
た
。

心
の
病
気
、
孤
立
な
ど
が
要
因

　

自
死
に
至
る
ま
で
の
経
過
は
、

そ
の
人
の
資
質
や
生
育
歴
、環
境
、

人
間
関
係
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
自
死
に
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●�

心
の
病
気
…
異
常
に
早
く
気
付

き
、
治
療
を
受
け
た
り
、
周
囲

が
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
で
改

善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●�

周
囲
の
援
助
を
受
け
に
く
い
…

周
囲
に
援
助
を
求
め
る
力
を
身

に
つ
け
、
周
囲
が
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●�

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
…
不

安
の
あ
る
人
は
、
医
療
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
相
談
」
の
大
切
さ
を
知
ろ
う

　

誰
か
に
助
け
を
求
め
た
り
相
談

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
速
や
か
に
対

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
―【心の相談窓口】

役場健康推進課（℡ 35-5375）
県立精神保健福祉センター（℡ 0857-21-3031）
県中部総合事務所福祉保健局（℡ 23-3147）
鳥取いのちの電話（℡ 0857-21-4343）
自殺予防いのちの電話（℡ 0120-738-556）

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
。目
の
前
の
苦
境
や
悩
み
か
ら
逃
れ
よ
う
と「
自

死
」
を
選
択
す
る
人
が
後
を
絶
た
ず
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
身
近
に
、悩
み
や
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

周
囲
の
人
が
心
の
異
常
に
気
付
き
、
早
め
に
対
処
す
る
こ
と
で
、
自
死
の
芽
を

摘
み
取
り
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平成 28年７月分まで 平成 28年８月分以降

第１子支給額
全部支給 月額 42,330 円
一部支給 月額 9,990 ～ 42,320 円

第２子加算額
全部支給

月額 5,000 円
月額 10,000 円

一部支給 月額 5,000 ～ 9,990 円

第３子以降加算額
全部支給

月額 3,000 円
月額 6,000 円

一部支給 月額 3,000 ～ 5,990 円

児童扶養手当の加算額が改正
12 月定時払分から適用になります

　児童扶養手当の第２子および第３子以降の加算
額が、平成 28 年８月分から変更になります。12
月定時払分から、変更後の支給額が支払われます。

【問い合わせ】役場総合福祉課（℡ 35-5373）

処
す
る
た
め
の
重
要
な
行
動
で

す
。
周
囲
に
相
談
で
き
る
相
手
が

い
な
い
場
合
は
、
相
談
窓
口
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
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家庭で保育する父母などに給付金
家庭子育て支援事業を実施中です

　生後８週を超えてから１歳６カ月までの乳
幼児を、こども園などに預けず家庭で保育す
る父母や祖父母に対し、給付金を支給します。

■支給額　月額３万円
■�支給方法　支給月（４月、７月、10 月、１月）に

指定口座に振り込みます。
■�支給要件　▽生後８週を経過後、連続して１カ月

以上保育していること▽乳幼児および支給対象者
がいずれも町内在住であること▽育児休業給付金
を受給中でないこと▽町税などの滞納がないこと
▽祖父母の場合は、父母の勤務状況などが、こど
も園などの利用要件を満たしていること（育児休

業中や求職中の場合を除く）
■�申請時期　生後８週を超えた乳幼児を家庭で保育

し始めて１カ月を経過した日から、１カ月以内
※この期間内に申請された場合は生後 57 日目から、
期間を過ぎてから申請された場合は申請月の初日か
ら支給します。
■�手続きに必要なもの　▽父または母が申請者の場

合＝申請者の保険証、印鑑▽祖父または祖母が申
請者の場合＝申請者および父母の保険証、印鑑

【申し込み・問い合わせ】
役場子育て支援課（℡ 35-5325）

わ
が
子
に
届
け
よ
う
、

「
10
秒
の
愛
」の
贈
り
物
。

　

町
で
は
「
ぬ
く
も
り
伝
え
る
10

秒
の
愛
」
の
普
及
・
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、忙
し
い
日
常
の
中
で
、

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
何
を
し
て

い
て
も
、
10
秒
間
は
手
を
止
め
、

目
を
合
わ
せ
、
子
ど
も
と
向
き
合

い
ぬ
く
も
り
を
伝
え
よ
う
と
い
う

子
育
て
の
合
言
葉
で
す
。
深
呼
吸

し
、
子
ど
も
を
せ
か
さ
ず
に
、
話

を
じ
っ
と
聴
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
に
自
然
と
笑
顔
が
出
た

と
き
、
心
の
「
ぬ
く
も
り
」「
つ

な
が
り
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

た
か
が
10
秒
、
さ
れ
ど
10
秒
。

「
10
秒
の
愛
」
で
、
子
ど
も
も
大

人
も
心
が
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ】町教育委員会生涯
学習・人権推進課（℡ 35-5368）
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あ
や
め
句
会

冬
日ひ
な
た向

句
碑
の
苔
と
は
家
紋
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

椋　

誠
一
朗

屋
根
に
見
し
地な

い震
の
断
層
冬
ざ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

椋　
　

則
子

句
碑
を
訪と

ふ
願
ひ
叶か
な

ひ
し
寺
小
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
前　

惇
子

山
門
の
日ひ
な
た向

ぼ
こ
め
く
師
弟
句
碑　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
安　

節
子

吾
が
余
生
ひ
と
日
大
事
と
毛
糸
編
む　
　
　
　
　
　
　
　

絹
川
喜
久
子

渓
流
の
音
を
包
み
て
櫨は
ぜ

紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

敏
江

花
八
手
諸
手
を
ひ
ろ
げ
佳
き
日
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

ち
づ

落
葉
踏
む
音
淋
し
さ
を
忘
れ
さ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
木　

弘
子

草
残
し
置
く
も
情
や
虫
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
久　

千
鶴

夕
茜あ
か
ね

色
沈
め
ゆ
く
冬
の
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

恒
代

曇ど
ん
て
ん天
に
城
の
谷
風
木
の
葉
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

和
子

句
碑
訪と

う
て
記
憶
を
た
ど
る
冬
日
和　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

典
子

箒
目
の
寺
苑
に
冬
日
地な

い震
の
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
田
鶴
子

薄
暗
き
朝
の
厨
房
冬
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
木　

文
子

傾か
た
むき
し
四
つ
手
に
憩
ふ
鴨
一
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

治

句
碑
包
む
風
の
や
さ
し
き
小
春
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

福
羅
加
代
子

湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２-

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５-

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４-

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句

信

館
民

通

ロ
ビ
ー
展

【中央公民館泊分館】
●�泊地域住民作品展
　開催中～ 12月４日日
●�パッチワーク二人展
　12 月 10 日土～ 25 日日
【中央公民館】
●�文化団体  針本新一「おり紙、花てま
り」作品展　開催中～ 12月 13 日火
●�中央公民館各種教室「楽しんで作っ
た作品」展　12 月 15 日木～ 27 日火

ニュースポーツ教室
　普段スポーツをしない人でも気軽に楽
しめる、鳥取県生まれの「バウンスボー
ル」を体験しませんか。参加は無料です。
日時　12 月 17 日（土）10 時～ 12 時
場�所　あやめ池スポーツセンター
持ち物　上履き、タオル、飲み物
定員　30 人
申込期限　12 月 12 日（月）
申し込み・問い合わせ　中央公民館

寄せ植え教室
日�時　① 12 月 16 日（金）10 時～ 11 時 30

分② 12 月 18 日（日）９時 30 分～ 11 時
場�所　①㈱太平緑化（園）
　　　②中央公民館羽合分館多目的室
参加費　①実費（2,000 ～ 3,000 円）
　　　　② 1,500 円
講師　①青木恵以子さん（㈱太平緑化）
　　　②山枡圭吾さん
持�ち物　①軍手、シャベル、鉢（お持ち

の場合）②軍手
申込期限　① 12 月９日（金）
　　　　　② 12 月 15 日（木）
申�し込み・問い合わせ　①中央公民館泊

分館②中央公民館羽合分館

年末年始を彩る

～
力
作
が
ず
ら
り
～

町
住
民
作
品
展

　町住民作品展を、10 月 14 日か
ら 20 日まで、中央公民館羽合分
館とハワイアロハホールを会場に
開催しました。
　会場には、町文化団体や個人が
制作した書道、絵画、写真、絵手
紙、手芸作品など約 500 点を展
示したほか、折り紙体験やパステ
ルアート体験も開催。来場者は、
多彩な作品の一つ一つにじっくり
と見入っていました。
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／５日、12 日、19 日、26 日、

27 日、29 日、30 日、31 日

▽�『ファミリア創業者  坂野惇子』中野明
▽『小さくても勝てる』平井伸治
▽『人間の煩悩』佐藤愛子
▽『60 代の得する「働き方」ガイド』
　酒井富士子
▽『ピーターラビットのすべて』
　辻丸純一
▽『91 歳、現役料理家の命のレシピ』
　城戸崎愛
▽�『父へ母へ。100 万回の「ありがとう」』
　『ＰＨＰ』編集部
▽『負けない人たち』金子勝
▽『手編みのかんたんこもの 82』
　岡本啓子
▽『魂の沃野』北方謙三
▽�『氷の轍』桜木紫乃
▽�『ストロベリーライフ』荻原浩
▽『まことの華姫』畠中恵
※町立図書館のホームページで、全て
の新着図書を紹介しています。

主な新着図書

12 月の特集コーナー
【町立図書館】
クリスマス・師走　クリスマスや年末年始に役立つ本の特集です。
戦�国時代　大河ドラマ「おんな城主　直虎」の背景となった、戦

国時代に関する本を集めました。
【しおさいプラザとまり】
行事を楽しむ　季節の行事や暮らしに関連する本を集めました。
【羽合図書室】
ワ�ーク・ライフ・バランス　生活と仕事の調和を実現するための

ヒントになる仕事術や時間管理術、育児・介護などの本を取り
そろえました。

図書館
だより

①「グー・チョキ・パー」の皆さん
による絵本の読み聞かせです。
■日時　12 月 17 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　羽合図書室
②町国際交流員のジュリアナ・ケレ
ハーさんによる、クリスマスの英語
の絵本の読み聞かせと簡単工作です。
■日時　12 月 17 日（土）
　13 時 30 分～ 14 時
■場所　町立図書室

おはなし会

　民話や詩、小説などを参
加者全員で音読します。
■�日時　12 月 10 日（土）
　13 時 30 分～ 14 時 30 分
■場所　町立図書館

大人の音読会

　

県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等

表
彰
式
典
が
、
10
月
18
日
に
知
事

公
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
受
賞
者
（
敬
称
略
）　

▼
優
秀

経
営
農
林
水
産
業
者
＝
岡
本
誠
・
和

加
子
夫
妻
（
門
田
）
▼
農
林
水
産
業

功
労
者
＝
酒
井
富
士
夫
（
長
瀬
中

央
）
▼
い
き
い
き
農
林
水
産
業
者

＝
山
根
一
伸
（
国
信
）
▼
未
来
を
担

う
青
年
農
林
水
産
業
者
＝
土
井
達

行
（
別
所
）
▼
優
秀
集
落
営
農
組
織

＝
原
営
農
生
産
組
合
▼
い
き
い
き

農
林
水
産
業
組
織
＝
百
年
会

町
内
か
ら
５
人
と
２
団
体
が
受
賞

平
成
28
年
度
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰

（左から）土井達行さん、山根一伸さん、原営農生産組
合代表・藤井信一郎さん（原）、平井伸治県知事、岡本
誠さん・和加子さん、百年会会長・福本幸弘さん（宮内）

　12 月 29 日（木）から平成 29 年１月
３日（火）まで、町内図書館は休館します。
　休館中の本の返却は、各施設の返却ポ
ストをご利用ください。

【年末年始の休館について】

　このほど、（一財）自治総合センターが宝くじ
の社会貢献広報事業として行っている「コミュ
ニティ助成事業」を活用し、はわい長瀬団地区
が除雪機、テレビなどの備品を整備しました。
問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5311）

はわい長瀬団地区が
除雪機などを整備

コミュニティ助成事業

　保存期限を過ぎた雑誌な
どの無料配布を行います。
配布は１人 10 冊までです。
日�時　12 月 10 日（ 土 ）、

11 日（日）10 時～ 18 時
場所　町立図書館

図書館
リサイクル
フェア
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町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～変えようよ  小さな勇気を  行動に～

人権教育シリーズvol.54

共に

生きる―

　

町
文
化
財
保
護
委
員
は
、
町
の
文
化

財
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
、
12
人
の
学
識
経
験
者
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
文
化
財
の
指
定
・
解

除
の
ほ
か
、
調
査
・
研
究
、
保
存
・
活

用
方
法
な
ど
の
審
議
を
行
い
ま
す
。
町

教
育
委
員
会
か
ら
文
化
財
に
関
す
る
意

見
を
求
め
ら
れ
た
際
に
、
専
門
的
・
技

術
的
な
事
項
を
審
議
し
、
回
答
す
る
と

い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
次
の
皆
さ
ん
が
新
た
に

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

11
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
10
月
31
日
ま

で
で
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

■�

委
員　

土
井
𠮷
人
（
長
和
田
）、
米

原
尊
仁
（
藤
津
）、
前
田
博
人
（
引

地
）、
立
木
純
一
郎
（
松
崎
二
）、
賀

須
井
長
美
（
小
浜
）、戸
羽
君
男
（
宇

谷
）、
長
濱
逸
子
（
浜
山
）、
清
水
明

子
（
浜
山
）、杉
本
允
子
（
久
留
西
）、

河
原
孝
德
（
宇
野
）、菊
留
高
行
（
は

わ
い
温
泉
）、
田
渕
喜
之
（
橋
津
）

町
文
化
財
保
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

湯
梨
浜
今
昔
物
語

部落解放
文化祭2016

●文化会館
【作品展示】
日時　12 月３日（土）、４日（日）
※両日とも９時 30 分～ 15 時
出�展　まつざき・とうごうこども園、太養保育園、東

郷小学校、東郷中学校、湯梨浜学園中学校、地元
住民など

【フリーマーケット、農産物・加工食品即売会】
日時　12 月３日（土）10 時～
【バザー】
日時　12 月３日（土）11 時～
【イベント】
日時　12 月３日（土）９時 30 分～ 12 時
内�容　児童による和太鼓演奏、まつざきこども園児発

表、東郷小学校および東郷中学校の学習発表など
【人権週間啓発活動】

　開会式前に、法務省の
イメージキャラクター

「 人 Ｋ Ｅ Ｎ あ ゆ み ち ゃ
ん」と人権擁護委員が、
啓発活動を行います。

●浜児童館
日時　12 月３日（土）、４日（日）
　両日とも 10 時～ 16 時
内�容　たじり・ながせ・わかば・あさひ・は

わいこども園、羽合・泊小学校、北溟中学校、
地元住民による作品展示

●浜地区会館
日時　12 月４日（日）９時～ 11 時 30 分
内�容　羽合小学校および北溟中学校の学習発

表、大人の意見発表など

　平成 28 年度東伯郡同和対策協議会が募集する
人権標語において、中村花音さん（東郷中学校３
年）の作品「変えようよ 小さな勇気を 行動に」が、
最優秀賞に選ばれました。
　この作品は、町の人権標
語 に お い て 最 優 秀 賞 に 輝
き、町の代表作品として推
薦していたものです。今後
１年間、町および郡の人権
啓発活動に活用されます。

東郷中・中村さんの作品が最優秀賞
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冷静に行動していました。私は子どもの頃、防

火訓練や竜巻の避難訓練を「どうせ起こらない

だろう」と軽視していましたが、この日の児童

たちを見て、訓練の大切さを実感しました。万

が一の際にどう行動すれば良いのか、知ってお

く必要があると改めて感じました。

　アメリカ地質調査所（USGS）によると、アメ

リカでもほとんどの地域で地震が起こりますが、

大多数は小さく、被害もありません。地震の半

数以上は、人口密度が最も低く、面積が最も大

きいアラスカ州で起こるそうです。次いでサン

アンドレアス断層があるカリフォルニア州、火

山があるハワイ州、断層が多いネバダ州です。

　私の出身地であるコロラド州では、1960 年代

の後半に比較的大きな地震が続きましたが、な

んとそれは人為的に引き起こされたものだった

そうです。地下に廃液を流していたことが原因

だといわれています。近年もオクラホマ州など

で、石油や天然ガスの「フラッキング」という

採掘方法が要因とみられる地震が増えています。

　天災や環境問題、文化や宗教の違いなどの社

会問題に向き合って、地球人として一緒に頑張っ

ていけると良いですね。最後に、地震で被害を

受けた皆さんにお見舞い申し上げます。一日で

も早く、元の生活に戻れますように。

♥TalkＪulianna's
ジュリアナ 　トーク

  　    国際交流員ジュリアナのお話コーナ
ー

　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
新
田

雅
樹
と
申
し
ま

す
。
湯
梨
浜
町

の
皆
さ
ん
、
お

元
気
で
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
季
節
の
変
わ

り
目
に
は
体
調
を
崩
さ
れ
な
い
よ

う
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
私
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
湯
梨
浜
に
来
て
か
ら
２

カ
月
。
中
興
寺
に
在
住
し
「
住
ん

で
良
し
、
仕
事
し
て
良
し
」
の
湯

梨
浜
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
生
活
の

経
験
か
ら
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
愉
快
に
楽
し
く
」
な
の
で
す
が
、

湯
梨
浜
暮
ら
し
は
ま
さ
に
、
そ
の

モ
ッ
ト
ー
の
実
践
場
で
あ
る
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
大
手
企
業
で
行
わ
れ
た
社

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
こ
の
町
の
名

前
、
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

項
目
で
は
、
残
念
な
が
ら
湯
梨
浜

町
は
下
位
で
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
町
内
で
活
動
す
る
だ

け
で
な
く
、
外
部
の
皆
さ
ん
に
湯

梨
浜
町
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol. ９協力隊

　メリークリスマス・アンド・ハッピーホリデー

ズ！　私は湯梨浜町で３回目の冬を迎えます。

コロラド州の冬と違って、日本海の骨にしみる

寒さにはなかなか慣れられません…。

　さて、2016 年はもうすぐ終わります。世界の

出来事を振り返ってみると、イギリスの欧州連

合からの離脱、リオデジャネイロオリンピック、

残酷なテロ行為、アメリカ大統領選挙など、さ

まざまなニュースがありましたね。

　湯梨浜町でも、たくさんの行事が行われまし

た。私が関わった国際交流事業では、毎年の中

学生交互訪問やハワイアンフェスティバルに加

えて、ハワイ郡との姉妹都市提携 20 周年記念事

業も実施しました。WTC鳥取大会やグラウンド・

ゴルフ国際大会、町国際交流協会による異文化

理解講座などもありました。さまざまな国の人々

や文化に触れ、本当に国際色豊かな町だなと感

じました。これからも国際交流のイベントがた

くさんありますので、ぜひお越しくださいね！

　また、記憶に新しい 10 月 21 日の鳥取県中部

地震もありました。その時、私は学習発表会の

ため、羽合小学校にいました。体育館がドンと

激しく揺れ、電気が切れました。校長先生の指

示に従って、保護者や児童たちが外に避難して

いました。児童たちは怖かったと思いますが、

2016 年を振り返って
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　子育て応援フェスタが 11 月 12 日、東郷運動
公園で開催され、訪れた親子連れなどが、バラ
エティ豊かな遊びなどを楽しみました。
　多目的広場では、地面を蹴って進むキッズバ
イク「ストライダー」の試乗を実施。小林凛香ちゃ
ん（レークタウン）は「最初は難しかったけど、
乗れるようになると楽しいです」と話し、広い
芝生の上を夢中で駆け回っていました。
　また、綱渡りのような新感覚スポーツ「スラッ
クライン」を体験した子どもたちは、幅約５㎝
のベルト上を、バランスを取りながら歩きまし
た。元世界チャンピオンの大杉徹さんも登場し、
宙返りなどの高度な技を次々と披露しました。
　スラックラインは、今後も来場者が自由に遊
べるよう、同公園に常設されました。

広い公園で思いっきり遊び回る
子育て応援フェスタ

　湯梨浜こそだてマーケット「おさらとねっ
こ旅をする」が 11 月３日、めぐみのゆ公園で
行われ、訪れた人々が飲食コーナーや野外ラ
イブ、ワークショップなどを楽しみました。
　この催しは、県中部で活動する３団体が共
同で主催。その一つ、三朝町の自給自足カフェ

「いちまいのおさら」の幸田直人さんは「『楽
しんで終わり』のイベントではなく、県中部
のさまざまな人や食べ物の良さを知るきっか
けになればと思います」と話されました。

　門田の農地・水・環境保全会による「田ん
ぼの学校」の一環として、地区の小学生らが
11 月 13 日に餅つきを行いました。
　使用したもち米は、子どもたち自身が田植
えや稲刈りを行ったもの。同会では、農業や
自然環境への親しみを感じてもらおうと、７
年前からこの活動を続けています。
　参加した子どもたちは、大人の手本を頼り
に、長いきねを元気に振るって餅つきを行い
ました。ついた餅は、同日行われた地区文化
祭で、地域住民に振る舞われました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

地域の魅力を知るきっかけに―
湯梨浜こそだてマーケット

自分で育てたもち米のお味は？
門田「田んぼの学校」の餅つき

平衡感覚を養うのにもってこいの「スラックライン」

おいしい餅になるよう、勢いよくきねを振ります

家族連れなどでにぎわった野外ライブ
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　平成 27 年４月のとうごうこども園開園を記
念した植樹が 11 月７日、同園横の花見保育所
跡地で行われました。
　この植樹は、町民生児童委員協議会東郷支
部が計画し、町共同募金活用助成事業を活用
して実現。当日は、とうごうこども園の５歳
児 22 人も参加し、道路側に植えられたソメイ
ヨシノ９本の根元に土をかけました。
　同支部長の塩征治さんは「園児たちととも
にこの木が大きく育ち、華のあるこども園に
なってほしいと思います」と話されました。
　今回植樹されたソメイヨシノは、再来年の
春に開花する予定とのことです。

　修学旅行で町を訪れた奈良県立平城高校２
年２組の生徒 41 人が、10 月 21 日にドラゴン
カヌーの体験学習を行いました。
　生徒は、東郷湖ドラゴンカヌー協会のメン
バーから指導を受けた後、五つの班に分かれ
て乗船。掛け声に合わせてパドルを操る練習
をしながら、速くこぐためのコツを習得しま
した。最後にはレースを行い、各班は１位を
目指して懸命に競い合っていました。
　生徒の大西弘恵さんは「全員で力を合わせ、
優勝できてうれしいです」と、金山大輝さん
は「隣のこぎ手と動きを合わせるのが難しかっ
たです」と話していました。

　11 月は「児童虐待防止推進月間」。これに
合わせ、町民生児童委員などが、集団健診会
場などで３回に分けて啓発活動を行いました。
　活動に参加した委員は、児童虐待防止のメッ
セージであるオレンジ色のリボンなどを、来
場者に配布。子どもや保護者が出す虐待のサ
インに周囲が気付き、いち早く通報すること
の重要性を呼び掛けました。

　さくら工芸品工房秋まつりが、11 月 12 日
と 13 日に開催されました。
　この催しは、工房の入居者が自ら計画。来
場者は、藍染めや花文字、パステルアートな
どの体験や見学をしたり、カフェで軽食を食
べたりしながら、隅々まで満喫しました。
　会場では、フリーマーケットや自主保育な
ども行われ、多くの人々でにぎわいました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
６
）

気付くことの大切さを知って
児童虐待防止へ啓発活動

体験コーナーや食事など楽しむ
さくら工芸品工房秋まつり

子どもと一緒に立派な成長を―
とうごうこども園新設記念植樹

東郷池で仲間との思い出づくり
修学旅行生がドラゴンカヌー体験

工房内でクリスマスカードの作り方を教わる子ども

町民生児童委員と一緒に、スコップで植樹する園児

チラシを手渡し、虐待防止を呼び掛ける委員

レースの行方は、最後まで目が離せない大接戦に
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役
場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

　
加
工
機
器
の
使
い
方
を
学
び
な
が

ら
、
無
添
加
の
豆
腐
を
作
り
ま
す
。

日
時　
12
月
11
日
（
日
）
８
時
30
分
～

場
所　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す（
園
）

内
容　
豆
腐
加
工
、
厚
揚
げ
作
り

費
用　
材
料
代
を
実
費
集
金

対
象　
町
内
在
住
者

定
員　
10
人

※
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
期
限　
12
月
５
日
（
月
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
産

業
振
興
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
５
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
や
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
男
女

の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
た
り
す
る

「
縁
結
び
支
縁
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応�

募
資
格　
町
内
在
住
で
①
町
が
実

施
す
る
研
修
を
受
講
で
き
る
人
②

人
権
や
個
人
情
報
な
ど
を
順
守
で

き
る
人

応�

募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
役
場
企
画
課
お
よ
び
各
支

所
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
12
月
12
日
（
月
）

報�

奨
金　

活
動
に
よ
っ
て
婚
姻
が
成

立
し
、
夫
婦
が
町
内
に
居
住
し
た

場
合
に
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
夫
婦
が
支
縁
員
の
三
親

等
以
内
で
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
℡
３
５-

５
３
１
１
）

　
平
成
31
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
新
中
学
校
開
校
に
先
立
ち
、
昭
和

45
年
４
月
の
開
校
以
来
、
多
数
の
卒

業
生
を
輩
出
し
、
輝
か
し
い
歴
史
を

築
く
北
溟
中
学
校
の
閉
校
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
・
実
施
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　
12
月
27
日
（
火
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

閉
校
記

念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
募
集
係
・

尾
西
（
℡
３
５ｰ

２
７
３
１
）

　

受
付
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
家
族

も
ホ
ー
ル
内
に
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

日�

時　
平
成
29
年
１
月
３
日
（
火
）

　
受
付
13
時
15
分
～
、
式
典
14
時
～

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

対�

象　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
町
内
在
住
ま
た
は
町
内
小
中

学
校
を
卒
業
し
た
人

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
第

68
回
人
権
週
間
」
で
す
。
町
人
権
擁

護
委
員
を
中
心
に
人
権
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
町
人
権
擁
護
委
員
】

　
人
権
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

会
期　
12
月
８
日（
木
）～
19
日（
月
）

日�

程　

▼
８
日
（
木
）
提
出
議
案
説

明
な
ど
▼
12
日
（
月
）
一
般
質
問

▼
14
日
（
水
）
常
任
委
員
会
▼
16

日
（
金
）
議
案
審
議
・
採
決
な
ど

問
い
合
わ
せ　
町
議
会
事
務
局

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
１
）

　
10
月
５
日
に
台
風
の
た
め
延
期
と

な
っ
た
集
団
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
10
月
５

日
に
予
約
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人

も
受
診
で
き
ま
す
。

受
付
日
時　
12
月
19
日
（
月
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
役
場
講
堂

内�

容　

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
（
要
予
約
）、
大
腸
が
ん
検
診

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　

降
雪
の
時
季
が
近
づ
き
ま
し
た
。

速
や
か
な
除
雪
作
業
の
た
め
▼
路
上

駐
車
を
し
な
い
▼
路
上
に
物
を
置
か

な
い
▼
間
口
の
雪
処
理
に
ご
協
力
を

▼
道
路
に
雪
出
し
を
し
な
い
―
な
ど

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
で
は
、
指
定
道
路
に
原
則
15
㎝

以
上
の
積
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
除
雪

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
建
設
水
道
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
４
）

　
▽
物
忘
れ
が
出
て
き
た
▽
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
―
な
ど
の
理
由
で
、

ご
自
身
や
ご
家
族
の
財
産
管
理
や
契

約
手
続
き
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な
時
に
、
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
を
支
援
す
る
「
成
年
後

募

集

お
し
ら
せ

縁

結

び

支

縁

員

町
議
会
12
月
定
例
会

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

町

成

人

式

北
溟
中
学
校
閉
校
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

広報ゆりはま
掲載広告募集中

【問い合わせ】役場企画課（℡ 35-5306）

１号広告（縦５㎝×横 18㎝）＝ 20,000 円
２号広告（縦５㎝×横９㎝）     ＝ 12,000 円
３号広告（縦５㎝×横６㎝）     ＝　7,000 円

第
68
回
人
権
週
間

集
団
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

氏名 電話番号 担当地域

久葉俊二 35-3153

羽合朝倉千明 35-2168

岩本美紀雄 35-4255

川﨑もと子 32-0653
東郷

千熊一郎 32-0683

谷岡妃奈子 34-2195
泊

小泉信子 34-3179

加
工
講
座
受
講
生

成
年
後
見
制
度
講
演
会

まぼろしのかなたへ
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

10
周
年
記
念
公
演

日�時　12 月 11 日（日）
　▼昼の部＝ 13 時開演▼夜の部＝ 17 時開演
※開演の 30 分前に開場します。
場所　ハワイアロハホール
チ�ケット料金　▼大人＝ 1,000 円（当日 1,300 円）
　　　　　　　▼高校生以下＝ 500 円
問�い合わせ　町民ミュージカル実行委員会・河村
　（℡ 090-8068-5392）
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遠
い
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
木
は
、
長
い
年
月
と
手
を

か
け
て
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
巻

頭
特
集
で
は
、
木
に
ま
つ
わ
る
そ
れ

ら
の
営
み
や
、
山
が
循
環
す
る
仕
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

取
扱
場
所　
県
内
の
主
な
書
店
な
ど

定
価　
３
０
９
円
（
税
込
）

　
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
が
い

者
週
間
」
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
通
し
て
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
一
人
一
人
が
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
来
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
11
日
（
日
）
10
時
～
15
時

場
所　
上
灘
公
民
館（
倉
吉
市
上
灘
町
）

内�

容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
障
が
い
者

就
労
事
業
所
の
出
店
販
売
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

問�

い
合
わ
せ　
中
部
圏
域
障
が
い
者

地
域
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局

　
（
℡
２
６ｰ

２
３
４
６
）

【
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
泊
】

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

参
加
費　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）

　
精
神
の
病
気
を
患
っ
て
い
た
人
や
、

現
在
治
療
中
の
人
が
仲
間
づ
く
り
を

す
る
安
ら
ぎ
の
場
で
す
。
今
回
は
し

め
縄
飾
り
作
り
で
す
。
ご
家
族
の
精

神
の
病
気
に
つ
い
て
相
談
希
望
の
人

も
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
13
日
（
火
）
10
時
～
12
時

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館
会
議

室
Ｂ

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
28
日
（
水
）
10
時
～
12
時

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館
会
議

室
Ａ

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
感
染

を
早
期
発
見
す
る
た
め
、
夜
間
・
休

日
検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
は
無
料

で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

日�

時　

▼
12
月
４
日
（
日
）
13
時
30

分
～
15
時
30
分
▼
12
月
７
日
（
水
）

17
時
30
分
～
19
時

※
同
日
、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
お
よ
び
風

し
ん
抗
体
価
検
査
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
時
間
、
費
用
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
１・
３
水
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
の
13
時
30
分
～
14
時
30
分
に

も
、
定
期
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

県
中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

健
康
支
援
課
（
倉
吉
市
東
巌
城
町
、

℡
２
３ｰ

３
１
４
５
）

　
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
や
、
地

域
を
豊
か
に
す
る
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
60
歳
以
上
の
人
が
加
入

し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
、
楽

し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
認

知
症
・
介
護
予
防
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活�

動
内
容　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
▼
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
研
修
会
▼
花

植
え
・
草
刈
り
作
業
▼
独
居
高
齢

者
宅
へ
の
友
愛
訪
問
▼
子
ど
も
の

通
学
の
見
守
り
活
動
―
な
ど

問�

い
合
わ
せ　
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
／

℡
３
５ｰ

２
３
５
１
（
羽
合
支
部
）、

℡
３
４ｰ

６
０
０
２
（
泊
支
部
）、

℡
３
２ｰ

０
８
２
８
（
東
郷
支
部
））

見
制
度
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
参

加
費
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
12
月
７
日
（
水
）

　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
役
場
講
堂

内�

容　
「
１
時
間
で
わ
か
る
成
年
後

見
制
度
～
本
人
ら
し
い
暮
ら
し
を

ま
も
る
た
め
に
～
」

講�

師　
弁
護
士
・
松
本
邦
剛
さ
ん

　
（
法
テ
ラ
ス
倉
吉
法
律
事
務
所
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

　
参
加
費
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
16
日
（
金
）

　
13
時
45
分
～
15
時
30
分

場
所　
役
場
講
堂

内�

容　
▼
第
１
部
「
う
つ
病
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て
」（
講
師
：
倉
吉
病

院
医
局
長
・
太
田
貴
士
さ
ん
）
▼
第

２
部
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」（
講

師
：
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ャ
ン
グ
ル
健

康
運
動
指
導
士
・
澤
晶
子
さ
ん
）

問�

い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課（
℡

３
５ｰ

５
３
７
５
）、
役
場
長
寿
福

祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

　
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。
全
国
的
に
も
県
内
に
お
い
て

も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者

が
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
予

informationくらしの情報

催
し
も
の

❶

12
月
26
日
は

町
税
第
七
期
、
介
護
保
険
料
［
普
通
徴
収
］
第
七
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
普
通
徴
収
］
第
六
期
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
６
）

　「独居で高齢の母の家に、布団や健康器具、健康食品などが山のよう
に積まれていた。同じ業者が何度も訪れて、勧められるがまま次々購入
していたようだ」という相談があります。家族や地域で、高齢者の家の
様子や生活状況の変化に気を配り、見慣れない商品や不審な契約書類が
ないか、注意を払うようにしましょう。訪問販売の場合、契約書類を受
け取ってから８日以内であれば、クーリング・オフができます。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ／℡ 22-3000）

周囲の見守りで高齢者の「次々販売」被害を防ごう
　専門相談員が消費生活に関す
る相談に無料で対応します。
日�時　① 12 月９日（金）８時

30 分 ～ 17 時 ② 12 月 22 日
（木）13 時～ 17 時
場所　役場相談室３（別館１階）
問�い合わせ　役場産業振興課
　（℡ 35-5383）

中部消費生活センター
出 張 相 談 日消

費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

た

ん

ぽ

ぽ

の

会

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

家

族

の

つ

ど

い

『
と
っ
と
り
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』１
１
２
号
発
売
中

Ｈ

Ｉ

Ｖ

検

査

運

動

教

室

中
部
障
が
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

問
い
合
わ
せ　
県
広
報
連
絡
協
議
会

　
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

７
０
８
６
）
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【�

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

  「
上
昇
輝き

り
ゅ
う龍
」】

期
間　
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
～

　
25
日
（
日
）

※
21
時
ま
で
開
園
し
ま
す
。

【�

コ
ン
サ
ー
ト
「
ピ
ア
ノ
＆
チ
ェ
ロ

の
優
し
い
弾
き
語
り
」】

日
時　
12
月
24
日
（
土
）
19
時
30
分
～

出
演　
Ｅ
ｍ
ｕ
♪

問
い
合
わ
せ　
中
国
庭
園
燕
趙
園

　
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
０
）

　

個
人
戦
32
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日�

時　
12
月
４
日
（
日
）

　
９
時
開
会
式

場
所　
中
国
庭
園
燕
趙
園

参
加
費　
千
円

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
国
庭

園
燕
趙
園
（
℡
３
２ｰ

２
１
８
０
）

　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍り

ゅ
う
ほ
う
か
く

鳳
閣
を
ス
タ
ー

ト
し
、
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
松
崎
の
街
並
み
を
巡
る
約
５

㎞
の
「
師
走
ウ
オ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

歩
く
こ
と
を
習
慣
化
し
、
仲
間
づ
く

り
の
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
11
日
（
日
）
９
時
～
11
時

集
合
場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

　
13
時
30
分
～
16
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　
働
く
意
欲
が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
軽
作
業
中
心
の
短
期
的

な
仕
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

問�

い
合
わ
せ　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
℡
３
５ｰ

４
１
３
０
）

日�

時
・
場
所

▽
東
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
12
月
６
日
（
火
）
13
時
～
15
時

▽
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

　
12
月
13
日
（
火
）
13
時
～
16
時

▽
役
場
泊
支
所

　
12
月
20
日
（
火
）
13
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
６
）

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日
時　
12
月
13
日
（
火
）
13
時
～
16
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

【
法
律
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
７
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

【
土
地・財
産
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
12
月
21
日
（
水
）
13
時
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
羽
合
支
部

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

参
加
料　
３
０
０
円

　
（
保
険
、
参
加
賞
代
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
未
来
（
℡
２
４ｰ

５
７
２
５
）

　
ハ
ワ
イ
夢
広
場
を
発
着
点
に
、
約

７
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
４
日
（
日
）
９
時
～

集
合
場
所　
ハ
ワ
イ
夢
広
場

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

日
時　
12
月
１
日（
木
）～
22
日（
木
）

　
13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
土
日
を
除
く

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
健

康
推
進
課
（
℡
３
５-

５
３
７
５
）

　
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
15
日
（
木
）

　
19
時
30
分
～
21
時

場�

所　
は
わ
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

主�

な
ス
ポ
ー
ツ　
▼
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー

ル
▼
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
▼
ふ
ら
ば

～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

問�

い
合
わ
せ　
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　

女
性
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

託
児
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日�

時
・
内
容　
▼
12
月
14
日
（
水
）
＝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
12
月
27
日
（
火
）

＝
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

※
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

場�

所　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
５
０
０
円

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
２
３
１
）

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

長
時
間
労
働
～

あ
な
た
の
働
き
方
は
大
丈
夫
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
年
末
の
繁
忙
期
に
合
わ

せ
て
全
国
一
斉
労
働
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
１

２
０ｰ

１
５
４ｰ

０
５
２
）
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
近
く
の
連
合
事
務
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

期
間　
12
月
６
日
（
火
）、７
日
（
水
）

　
10
時
～
19
時

問
い
合
わ
せ　
連
合
鳥
取
事
務
所

　
（
℡
０
８
５
７ｰ
２
６ｰ
６
６
０
５
）

　
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
無
料
で

健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
予
約

い
た
だ
く
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
相
談
が

可
能
で
す
。

日
時　
12
月
21
日
（
水
）

催
し
も
の

❷

そ
う
だ
ん

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
歩
こ
う
会

シ
ル
バ
ー
総
合
相
談
日

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

レ

デ

ィ

ス

ポ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

健

康

相

談

日

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

中
国
庭
園
燕え

ん
ち
ょ
う
え
ん

趙
園
イ
ベ
ン
ト

燕
趙
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

連
合  

全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

日�時　平成 29 年１月９日（月・祝）13 時 30 分開場、14 時開演
場所　ハワイアロハホール
チ�ケット　▼大人＝前売り 2,000 円、当日 2,500 円
　　　　　▼学生・障がいのある人＝前売り 1,000 円、当日 1,300 円
※未就学児は入場できません。なお、託児室をご用意しています。
　（要予約、締め切り 12 月 20 日（火））
問�い合わせ　湯梨浜でクラシックを聴く会・宮脇（℡ 090-5269-7777）

アヴォス・ピアノ・カルテット
ニューイヤーコンサート

年末年始の閉庁期間
平成 28年12 月 29 日木

平成29年１月３日火
　期間中は、役場および各支所
はお休みです。各種手続きなど
は、お早めにお済ませください。
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件　数　    　　　件  　（27）
死　者　　    　　人  　（０）
重傷者　　    　　人  　（２）
軽傷者　　    　　人  　（32）

人　口    　　　　人　（＋ 10）
おとこ    　　　　人　（－  5）
おんな    　　　　人　（＋ 15）
世帯数    　　　　戸　（＋ 16）

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
５�
日
月
、
６
日
火
９
時
30
分
～

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

　
７�
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
８�
日
木
10
時
～
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
14
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
15�
日
木
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
10
時
～
ベ

ビ
ー
ク
ラ
ス
、
10
時
50
分
～
キ
ッ
ズ

【
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】

　
２�

日
金
10
時
～
運
動
遊
び
を
し
よ
う
！

【
は
わ
い
こ
ど
も
園
】

　
７�

日
水
10
時
～
お
は
な
し
れ
っ
し
ゃ

さ
ん
の
お
話
を
聞
こ
う

【
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】

　
８�

日
木
10
時
～
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
ろ
う

【
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】

　

９
日
金
９
時
30
分
～
サ
ン
タ
の
袋
を

　
　
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う

【
た
じ
り
こ
ど
も
園
】

　
15
日
木
９
時
30
分
～

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
作
ろ
う
！

【
な
が
せ
こ
ど
も
園
】

　

�

20
日
火
９
時
45
分
～
誕
生
会

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
、
年
末
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
４
日　
信
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
11
日　
厚
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
18
日　
垣
田
（
内
）・
清
水
（
外
）

17,089
8,206
8,883
6,089

２
０
０
２

調査日
　３日

１０日

１９日

３０日

 

透明度
８０cm

９０cm

８０cm

１００cm
もっと身近で、

もっと豊かな東郷池へ

東郷池透明度調査〔10月〕

人の動き 10 月 31 日現在（前月比）

交通事故 10 月中まとめ（年間累計）

オ
ー
プ
ン
デ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

informationくらしの情報

東
湖
園
開
放
日

【
舎
人
地
区
／
松
崎
地
区
／
泊
地
域
】
８
日

【
花
見
地
区
／
東
郷
地
区
】
22
日

※
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
は
、
祝

日
を
除
く
第
１
～
４
木
曜
日
の
入
浴
は

無
料
で
す

▼
町
職
員
人
事
異
動

　
※（　
）内
は
旧
職

11�

月
１
日
付
異
動　
▼
町
民
課
主
事

　

河
村
加
奈
（
町
民
課
主
事
兼
東

郷
支
所
窓
口
業
務
班
主
事
）
▼
町

民
課
主
事
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務

班
主
事　

清
水
麻
衣
（
総
務
課
付

主
事
）
▼
総
務
課
付
主
事　

久
葉

尚
子
（
子
育
て
支
援
課
主
事
）

ク
ラ
ス
）（
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
）

　
16
日
金
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
17
日
土
９
時
30
分
～

　
　
好
き
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

　
19
日
月
10
時
～
誕
生
会

　
22
日
木
10
時
～
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
（
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
）

　
26
日
月
９
時
30
分
～

　
　
お
正
月
リ
ー
ス
作
り

【
サ
ン
サ
ン
広
場
】

　
13
日
火
９
時
～
発
育
測
定

　
　
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
）

　
20�

日
火
９
時
～
好
き
な
お
も
ち
ゃ
で

遊
ぼ
う
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
）

　
27�
日
火
９
時
～
お
正
月
リ
ー
ス
作
り

　
　
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
）

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

　
１�

日
木
９
時
～
赤
ち
ゃ
ん
の
日

　
９
日
金
９
時
～

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

　
26
日
月
９
時
～
お
正
月
リ
ー
ス
作
り

　
23
日　
藤
井
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
25
日　
信
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
31
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
立
口
腔
衛
生

セ
ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）

　
10
時
～
13
時
15
分
（
日
・
祝
）

ごみの量 10 月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　　㌧　（＋  6）260

【10 月のごみ分別優秀集落】
久留東、浜、赤池、上橋津、筒地、松
崎五、方地、北福、福永、引地、麻畑、
三通田

スプレー缶・カセットボンベは中身を
使い切り、穴を開けてから「スチール
缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう

年末年始の可燃ごみ収集
　右表の期間中は、可燃
ごみの収集を行いません。
　また、冬季期間中は、雪
や凍結の状況によって収
集時間が遅れる場合があ
ります。ご了承ください。
問い合わせ　役場町民課

（℡ 35-5318）

地域 収集しない期間

羽合・松崎・舎人 12 月 30 日（金）～
平成 29 年１月４日（水）

東郷・花見 12 月 31 日（土）～
平成 29 年１月５日（木）

泊 12 月 29 日（木）～
平成 29 年１月３日（火）
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風味の良い食材で「おいしい減塩」を
　健康のためには減塩が重要ですが、減塩には「おい

しくない」というイメージがあるよう
です。減塩でもおいしく食べられ

る工夫の一つとして、ショウガ、
大葉、ミョウガ、ニンニク、ネギ、

三つ葉、ゴマなどの風味の良い食
材の活用をおすすめします。

 編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
企
画
課

 　
〒
682-0723 鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

 　
℡
0858 -35 -5306　

電
子
メ
ー
ル
ykikaku@

yuriham
a.jp

vol.147

ゆ
元気いっぱい！！

H26.12.5 生まれ（はわい長瀬団地）
（卓也さん・晴香さん）

東地  みのりちゃん
２歳のお誕生日おめでとう　おしゃべりやダンス上手
になったね　みーちゃんの笑顔がみんな大好きだよ

H24.12.4 生まれ（橋津）
（諒さん・優さん）

加藤  柊
しゅう

ちゃん
祝４歳　いつも元気でイタズラばかり
の柊くん、これからはほどほどにね

H25.12.4 生まれ（長瀬中部）
（美智雄さん・翔子さん）

渡辺  麻
ま お
央ちゃん

祝３歳　いつも自作の歌で楽しませてくれて
ありがとう。これからもたくさん聴かせてね

H25.12.10 生まれ（長瀬中部）
（恭哉さん・暁子さん）

佐藤  羽
う み
海ちゃん

祝３歳　泣き虫でお調子者だけど、
弟思いの優しい羽海　大好きだよ

H24.12.6 生まれ（佐美）
（祐介さん・伊代さん）

中野  彰
あき と
人ちゃん

彰人君　４歳おめでとう　これからい
ろいろな発見や体験をたくさんしてね

H25.12.25 生まれ（川上）
（健太さん・智子さん）

荒川  陽
ひ ま る
茉琉ちゃん

３歳おめでとう　いつも元気いっぱいなひま
る　きょうだい仲良く優しい子に育ってね

問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）

■材料（４人分）
ホウレン草…１束、三
つ葉…１束、めんつゆ

（２倍濃縮タイプ）…
大さじ２
■作り方
①�ホウレン草と三つ葉

は ゆ で て 水 気 を 絞
り、食べやすい大き
さに切っておく。

②�①にめんつゆを加え
て混ぜ合わせ、器に盛り、ユズや花かつおなどを載せる。

ホウレン草と三つ葉のおひたし

HAPPY
BIRTHDAY!!

１２
月生まれ

キッズ
りはま

血管年齢若返り 情報♪

uriham
a

ゆ
り
は
ま

Ｙ
広
報

！ ！
★

！

１２2
0
1
6

一
日
　
一
歩

　
芸
能
人
の
俳
句
や
生
け
花

な
ど
を
、
そ
の
道
の
プ
ロ
が

査
定
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？　
こ
の

査
定
が
と
て
も
厳
し
く
、
作

者
の
意
図
が
伝
わ
ら
な
い
作

品
は
、
容
赦
な
く
「
才
能
ナ

シ
」の
評
価
を
下
さ
れ
ま
す
。

　
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
―
。
こ
の
点

は
、
広
報
に
も
通
じ
る
と
思

い
ま
す
。
表
現
力
が
乏
し
い

私
は
、
い
つ
も
作
っ
て
は
直

し
、
作
っ
て
は
直
し
の
繰
り

返
し
。「
才
能
ア
リ
」
と
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
、
せ
め

て「
凡
人
」で
あ
り
た
い
…
。

！
♪ ★

★
♪

★
♪

♪
★ ！ ★

『村報とまり』
平成２年 12 月号

過去の広報紙
紹介コーナー 思い出の１ページ

筒地のジネンジョが
クイズ番組に登場

　昭和 60 年から筒地
の農家が栽培に取り組
んでいる、泊村の特産
品「ジネンジョ」。パイ
プ栽培の技術なども研
究途上で、年間生産量

は約 800 ㎏と、非常に希少価値の高い特産品です。
　知る人ぞ知るこの特産品の栽培方法や調理法が、
この年の 12月 22 日に放映されるテレビのクイズ
番組で紹介されることになりました。
　11 月 24 日に行われた収録には、仲村信雄さん
と津村節子さん（いずれも筒地）が出演。ジネンジョ
の栽培・収穫方法や、天ぷら、おこわなどのおい
しい食べ方を紹介し、ＰＲに一役買いました。

　お誕生日の記念に、わが子のかわいい写真を紙面に掲
載しませんか。住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電
話番号・35 字程度のコメントを添えて、郵送、持参ま
たは電子メールで役場企画課にお申し込みください。掲
載後には、Ａ４版の拡大写真をプレゼントします。
※申し込み後、担当者が受領報告をします。申し込みか
ら５日を経過しても報告がない場合は、お手数ですが役
場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの写真を募集

【１月生まれの締め切り】12月９日金（先着順）

H25.12.23 生まれ（白樫）
（洋志さん・聡子さん）

岡本  琴
こと は
羽ちゃん

３歳おめでとう　うさぎ好きで、お
しゃべり上手なこっちゃん大好き

！


